
国際バカロレア（IB）の概要

国際バカロレア(Internasional Baccalaureate（以下「IB」という。))

は、国際バカロレア機構（以下「IBO」という。)が提供する、特色的で発達
段階に応じた一貫したカリキュラム、双方向・協働型の探究型学習（授業）
を通じて、主体的に学ぶ力やチャレンジ精神、深い知識、思いやりの心など
グローバル化に対応した素養・能力を育成する教育プログラムです。
発達段階に応じたプログラムがあり、そのカリキュラムを実践することで、

IBワールドスクールの認定を受けることができます。

国際バカロレア（IB）とは 【IBの教育プログラム】
◆プライマリー・イヤーズ・プログラム（PYP)

         ⇒ 主に幼稚園・小学校を対象とし、精神と身体の両方を発達させること
を重視したプログラム。

◆ミドル・イヤーズ・プログラム(MYP)
         ⇒ 主に中学校を対象とし、これまでの学習と社会のつながりを学ぶプログ

ラム。
◆ディプロマ・プログラム(DP)
⇒ 主に高校を対象とし、知識豊かで探究心に富み、思いやりと共感する心
を持つ人間を育成する2年間のみのプログラム。最終試験に合格すると海
外大学を含む国際的に通用する大学入学資格を得ることができる。

【IBが育成を目指す子ども像（学習者像）】

IBは、「多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な
世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成」
を使命とし、「国際的な視野を持つとはどういうことか」を表した以下の
「10の学習者像」に示す力の育成を目指しています。

【IBの10の学習者像】

①『学校に行きたい』『友達と一緒に学びたい』と思える学校づくり
IBでは、実際の生活を例に用いた様々な「問い」に対して、友達や教員とディスカッショ

ンしたり、自ら考え、分析してまとめて発表するといった学習に取り組みます。児童生徒に
とって楽しく学ぶことができるため、 『学校に行きたい』『友達と一緒に学びたい』と思え
る学校づくりに効果が期待できます。

②南相馬市が目指すこどもの姿（育成する力）の実現に有効な手法
IBは、教科横断的で対話的な探究型学習等を通じて、知識・技能の習得、コミュニケー

ション力、多面的なものの見方、概念的理解を促し、答えのない問いに対してどのように考
え、選択していくか、それをどのように伝えるかといった思考力・判断力・表現力等を養う
特色的なカリキュラムで、本市が目指すこどもの姿の実現に効果が期待されます。

③学習指導要領が掲げる『主体的・対話的で深い学び』の実践
IBは、プログラムに学習指導要領の内容を関連付け、両方の内容を満たして取組みます。

なお、IBの授業では、児童生徒同士によるディスカッションを活発に行うことから、課題に
対する新たな視点が生まれるなど、学びが深まり、主体的に学習に取組む態度が育成されま
す。

④郷土を支える人材育成（ふるさと教育の推進）
IBは、自らの国・地域に対する深い理解や奉仕活動を重視しています。ふるさと教育をカ

リキュラムに組込むことで、より深い学びにつなげることができ、ふるさとに誇りと愛着を
持ち、郷土を支える人材の育成が図られます。

⑤教員の指導力向上
IBでは学習者中心の「考える」授業を行うため、教員は児童生徒の様子に応じて情報提供

など支援を行ったり、議論の活性化を促す役割を担います。そのため各種研修への参加や探
究型の授業実践により、学習指導方法の改善と指導力向上が期待されます。

⑥好事例の波及
教員は、国際バカロレア校での指導経験を通して、探究的な学びの指導力が高まり、人事

異動等により、市内外へ教育手法の好事例の波及が期待されます。

IBの導入効果（研究結果から）
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教育水準の向上 答えが分からないことにどう対処するか
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教育水準の向上 答えが分からないことにどう対処するか
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